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測としての surrogate markerの有無を検討した。  
[対象] 
対象は、片側性の障害を有する早期 PD患者 12人（ヤール重症度分類HY1度、年齢 58.8±9.3
歳（平均±SD）、罹患期間 16.2±9.2月）と 8人の健常対照者（51.0±15.5歳）とした。患者は
過去に抗 PD薬を使用せず、中枢神経性の薬剤の常用がないものとし、大学病院や近隣病院












PET: 浜松ホトニクス製頭部カメラ SHR12000を用いた。節前神経終末にある DATと結合す












































対象は抗パーキンソン病薬の治療歴のないヤール重症度分類 1 度の男性 5 例、女性 7 例
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